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コ　プ　　ト　音　楽　の　性 格

その宗教歌にみる

水　　野　　信　　男共

　　　　　　　　Nobuo　MIzUN0

0n　the　Spec1a1Features　m　the　Copt1c　Chants

　ABSTRACT　The　Copt1c　m．us1c　has　p1enty　of1ts　md1v1dua1characters　It　resu1ts　fro皿

the　reason　that　the　Copt1c　mus1c，tak1ng　through　lts　growth　the　mus1ca1e1ements　of

anc1ent　Egypt　and　ear1y　Chr1st1an1ty，has　deye1oped　both　of　them1nt01ts　separate　and

unique　tradition．

　The　present　wr1ter　treated　the　mus1ca1forms　m　the　Copt1c　church＿the　Coptlc11turgy

and　chants－m　the　former　report　（Mem01rs　of　the　Facu1ty　of　Educat1on，　Sh1mane

Da1gaku＿L1terature　and　Soc1a1Sc1ence－Vo1　1O），so　here　he　w111try　to　study　on　the

▽ersat11e　features　m　the　Coptlc　chants　espec1a11y　m　the　hymns

　コプトの宗教音楽は，きわめて個性的な特質にあふれ

ている。それは，その生成遇程を通じて，古代エジプト

及び初期キリスト教のそれぞれの音楽的特質をうけつぎ

ながら，しかもそれらを，隔絶した独自の伝統の中で展

開してきたことに，おもに起因するものであろう◎

　筆者は前回の論文（島根大学教育学部紀要一人文杜

会科学　　第10巻）で，コプト音楽の形態一コブト典

礼とその音楽一をあつかったので，今回は，ヒムを中

心としたコプトの宗教歌のもつ多面的な性格を考察す

る。

序一ヒムについて

1．口伝

2．母音化唱法

3．発声法、音色

4．音域，音階，旋法，微分音

5．拍節とリズム

6．交唱，応答唱の形式

7．　うたい方の個人差，即興性

　序ヒムについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
　東西の教会音楽は，一般に声楽が中心になっている。

それは，ユタヤ教，エルサレムの初期キリスト教　　や

はり儀式は声楽中心だった一一に起源をもつといわれて
　　　　　　　　　　　3）
いる。東方教会の儀式音楽もまた声楽がそのすべてであ

球島根犬学教育学部音楽研究室

　　　　　　　　　　　　　4）　　　　　　5）
って，しかもみな単声（単旋律）の歌である。この東方

教会音楽のr単声」という特性は，ポリフォニーの種々

の制約をうけることもなく，旋律は柔軟性に富み，展開
　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
への自由な創意を保つことが可能である。（ここで，グ

レゴリオ聖歌のポリフォニーとの関係を観察し争その旋

律の単純化への歩みを考えてみることは有益であろ
う！）

　コプトの教会音楽もすべて声楽で，楽器の伴秦さえほ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
とんどなく，いいかえれぱ声帯が唯一の楽器である。コ

プト教会音楽の声楽は，単声の素朴なものであるけれど

も，感動的で人間の魂に対して猛烈な力を喚び起こす激
　　　　　　　8）
情に満ちている。それは複音楽，和声音楽に劣らないも
　　　9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）
のである。その旋律は次の3種に分類される。1．厳格
　　　　　　　　　　11）
な儀式の旋律，2．ヒム，3．宗教民謡。

　いま、このうちの1と2，即ち，厳格な儀式の旋律＝

朗唱（カンティレーション）とヒムについて考えてみよ

う。初期のキリスト教会は，その儀式音楽の基調の範

をユダヤ教会のそれに求めた。ユダヤ教会の聖書の朗唱

が，初期のキリスト教会に影響していることは，イーデ

ルゾーンらによって確証されている。この儀式音楽の共

通の厳格な基調である朗唱の上に，その土地土地で比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）
的自由に発展していった音楽がヒムであるといえよう。

まずしっかりした根底を定め，そのうえで自由を求める

という思想的背景は，中世以前のキリスト教音楽に共通

していえることである。そして，このことはコプトの宗

教歌にもあてはまる。

sokyu

sokyu



14 コ　プ　ト

　すべての場合とすべての時節に対しての，広範囲にわ

たる数多くのコプトのヒムと祈祷歌は，その豊富さと多

様性において印象的である。祭日のための特定のヒムに

は，降臨節，クリスマス、四旬節，復活祭，キリスト昇

天祭，聖霊降臨節などのものがある。祈祷歌には，日曜

のタベのもの，複雑な日曜の儀式のためのものがあり，

また日課を定めた書の中には，夜と昼のための7組の祈
　　　　13）
祷歌がある。

　コプトのヒムは短い曲，長い曲を合わせると約300曲

にも達し，きわめて豊富なコレクションをなしている。

いくつかのヒムは，うたうのに15分間もかかるが，その

ヒムのことばは，1つか2つの語，あるいはせいぜい短

い旬であるにすぎない。このことはコプトのヒムの特徴
　　　　　　　　　14）
をよくあらわしている。

　ヒムのことばは，ほとんどコプト語であるが，若干の

ヒムではギリシア語が用いられる。しかし，その音楽は
　　　　　　　　　　15）
コプト木来のものである。これらのヒムの歌詞は，ごく
　　　　　　　　　　16）
精神的で，形式は美しい。

　教会暦年の祝祭日や断食日のための教会のすべての礼

拝の音楽は，その時々の場合に応じて，それぞれ異なっ

た特別の唱調をもっている。それゆえ当然のことなが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17）
ら，多くのヒムは1年にただ1度だけうたわれる。

　さまざまなヒムの中でも，とりわけ悲しみのヒムはも

っとも印象深く，これは，エジプト特有の旋律にもとづ
　　　　　18）
くものらしい。

　ヒムの定まった旋律を性格づけるため，ヒム（の旋

律）に古代エジプトの地名（町名）をつけた例がみられ
19）

る。このことは，コプト音楽と古代エジプト音楽との関

連を問題にする場合，注目されなければならない。

　コプトのヒムは，使徒の創立による教会のヒムの系列
　　　　　20）
に従っている。この点では，広く一般にうけ入れられ，

理解される普遍的な性質をもっているということができ

よう。

　　　　　21）

　1。口伝
　東方教会の音楽は，一般に口伝ora1traditionの形
　　　　　　　　　　　22）
でその伝統が守られてきた。そのため楽譜というものが

存在せず，もっぱら「現代の形」で知られている。この

点で，グレゴリオ聖歌，ビザンツ聖歌が，中世のマニュ

スクリプトによって，過去へさかのぽり，その生成と発

展の過程をたどることを可能にしているのと対照的であ
23）

る。東方教会音楽の研究が比較音楽学（民族音楽学）の

分野で行なわれるのはこの理由によるのである。そし

て，「関係のあるようにみえる個々の旋律の比較研究に

よってのみ，多くのこれらの旋律の『共通の起源Jに関
　　　　　　　　　　　　　24）
する結論に達することができる」のである。

　東方教会の申で例外的に楽譜の存在するのはアルメニ

音 楽　の　性　格

ア教会の旋律のマニュスクリプトだけで，これを除けぱ

皆無の状態である。　（このアルメニアのものにしても，
　　　　　　　　　　　　　　　25）
現代譜への書きかえは不完全である。）この他のエクフ

ォネティック・サインを含むエチオピア，シリア，コプ

トなどの若干のマニュスクリプトはまだ解読されるに至
　　　　26）
っていない。コプトに関しては，10～11世紀ごろのもの
　　　　　　27）
が存在している。なお，ほとんどのコプトのヒム，宗教

歌のマニュスクリプトには，その最初に，用いるべき旋
　　　　　　　　　　　　　28）
律を指定する語が付されている。

　このように，コプトの宗教歌も，他の東方教会の宗教

歌と同じように，ふつうけっして楽譜に書きつけられる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29）
ことはなく，もっぱら口伝によるものであった。口伝に

関してコプトの合唱長の果してきた影響は大きく，とく

に権威ある合唱長のうたい方は，その後のコプト宗教歌
　　　　　　30）
の伝統を左右した。宗教歌は，神学校，合唱隊員の養成

学校などで，合唱長によって，若い神学生に対し口伝で

教えつがれてきたのである。口伝の不確実性について

は，Smeom枢機卿が1888年，J　B1mにあてた手紙

の中で，当時すでにコプト宗教歌の乱れつつあったこと
　　　　　　　31）
を指摘しているし，L．Badetもコプト宗教歌が今まで

楽譜がなかつたため変わってきたことを理由に，採譜の
　　　　　　　　32）
必要性を説いている。こうして一方では，コプト音楽

は，口伝による変形，変質をまぬがれないまま現代の姿

になったといえる。けれどもまた，他方，　（より重要な

ことと思われるのだが，）簡単に楽譜化できない東洋音

楽としての，その複雑な様相を，むしろ口伝を支えに，

現代に伝えているともいえよう。まさにこの意味から，

コプト音楽の古代指向的特質が注目されるのである。

　　　　　　　　33）
　2、母音化唱法

　「コブトはときどき，15分もかかる長い曲をうたうの

に，ただ1つの母音を必要とするにすぎないことがあ
34）

る。」「“アレルヤ”という唯一のことばで20分以上も歌
　　　　　　　　　　　　　　35）
をひきのばすこともまれではない。」この母音化唱法は

コプトの礼拝儀式を長びかせる理由にもなっている。

　Pha1aronのDemetrius（アレクサンドリアのライ

ブラリアン）は，キリスト紀元前297年，　「エジプトの

司祭は神をたたえる儀式で，7つのギリシア語母音を1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36）
つずつ使ってヒムをうたう習慣がある」と述べている。

また，キリスト紀元後100隼ごろの数学者，Grasaの

Nichomachusは，r7つの星のすべてがもつ音が，

（上述の）7つの母音を生んだ。第1の星の音が第1の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37）
文字を生ずるというように」とも述べている。これらの

ことばから，コプトの母音化唱法は，古代エジプトの司

祭がOsirisをたたえてうたった7つの母音によるヒム
　　　　　　38）
に比較されよう。現在でもなお，コプトのヒムは，この

7つの母音のうちの1つあるいは2つを使ってうたわれ
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　　39）
ている。このため，一定の長さの歌の歌詞は，しぱしば
　　　　　401）　　　　　41）
1詩旬，1語のみからなる。このヒムのうたい方はメリ

スマヘ発展すると思われるが，それはさらに即興性へ通
　　　　　　　　　42）
じているかもしれない。

　コプトは，母音（これによって旋律はひきのばされ

る）及び，のばされる母音に代わっ．てつくられたシラブ

　　　　Ex．1

　　　　！、＼　〆＼へ　　　　　　n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　9｝

　　　K卿日・1一鰍・一グ・　一　・一
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　　　　　　　　　　　　43）
ルをくりかえす習憤がある。もし，語のシラブルがi，

6の音を含んでいれば，シラブルの型は彦，ツ6，6，ツ6，｛

などとなり，もし、語のシラブルがO，0uの音を含ん

でいれば，シラブルの型はo，ωo，0，ωo，o〃などとな
　　　　　44）
　る。　（Ex．且）

心

〃　　　　o

　　他）

』

rヲ、

c

盈　甲　〆〆6　〆〆左 〆　〆差　〆　　〆
畑鯉．一．

C附　　げo帥　　胴　　∂　　㈱　　　　　　細　　切　　　　拠

この発音上の習慣に対し，L．Badetはr同一シラブ

ルにいくつかの音符またはいくつかの音符群があると

き，iをツ彦に，Ouをωoに変えないようにしなけ

ればならない。すべての発音に際して子音や母音の音

を変えないこと。相次ぐ2つの子音を音便上の1つの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　45）
母音でつなくことのないよう注局すること。このよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46）
にしてコプト語は正しく発音されねばならない」と述

　　　Ex．2

べ，教会の合唱長，合唱隊が，発音に関してしばしば

まちがった習慣のうたい方をしていることを戒めてい

る。

　2重、3重のシラブルの場合，あるいは，2つの子音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　47）　　48）
のぶつかるとき呈最初の子音の次に母音θをおく。
　　　49）
（Ex．2）

Iトゼ脈移　凧卯一一・㈱C色　凧4 ψ一… 　　　¢・P1地　　佃ポー

寸中ポ…阿　　ム．＿汀．．μq　虹バ

　コプトの母音化唱法はきわめて特徴的なもので，前記

の古い記述が示すように，古代エジプトの歌のうたい方

を暗示しているものと思われる。

　3。発声法，晋色

　M．Vi11oteauはD鮒ブ伽づoηゐZ’Eg〃加の中で，

コプトの合唱長の歌の印象を，大要次のように述べてい

る。「それは単調なうたい方だった。その声は，耳をひ

きさき，胸にいや気を起こさせ，魂を怒らせ，たえられ

なくする一種の毒を我々の感覚の上にぶちまけた。そし

て，鼓膜をしびれさせ，注意をつかれさせ，もうろうと

させた。それは人を完全に麻痒させる性質をもってい

る。コプトの歌は，我々に『嬢悪の情』と『落胆』を与

らに・抽．τ・…晦、

　50）
えた。」この感想文から，西洋人としてはじめてコプト

の歌に接したM．Vi11oteauのおどろきをよみとるこ

とができる。これに対し，J　B1mは，コプトの歌はエ

ジプトの民族的な性格をもっていて，M．Vi11oteauの

いう「未開で催眠力をもつ旋律の耳ざわりで異様なうた
・・51）

い方」ではけっしてなく，アラブの旋律の粗野性ももっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52）
ていないと述べ，M．Vi11oteauの言を否定している。

また，E．W．Laneはrコプトの司祭の朗唱はコーラ
　　　　　　　　　　　　　　　53）
ンの朗唱に似ている」といっている。

　コプトの歌の発声法については，以上のようにさまざ

まな見方，うけとり方があるが，一般的・客観的にはど

んな性質のものだろうか。

　音の力量感，強さなどの点では，コプトはアラブに似
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　　　　　　　　　　　　　　　　54）
ている。即ち十分な強声でうたわれる。しかし，中近東

では美しいとされている「鼻声」　（鼻音による共鳴）を

コプトは使わない。この音色の点でコプトは完全にアラ
　　　　　　　55）
ブと異なっている。またコプトのうたい方の特色の1つ

は，フレーズのおわりで発声を急に止めることである。

これは，一種の強調されたスタッカートのような効果を
　　　　　　　　56）
聴く人びとに与える。

　L．Badetは，歌を学ぼうとしている神学生に対し事

発声に関して次のような注意を与えている。r独唱の場

合，声をかぎりに叫ぶとこを避けるように。鼻でうたわ

ないこと。喉に衝撃を与えるようなうたい方はしないこ

　　　　Ex．3

音 楽　の　性　格

と。数人の合唱の場合，他の人の声の外側にとび出すよ

うな目立ちすぎる発声を避けて，アンサンブルに専念す
　　57）
ること。」

　4。音域，音階，旋法，微分音

　コプトの歌の音域の幅は，同じ音高の連続する朗唱調

のものから，かなり動きのあるオクターブ近い問隔をも

つものまで，それぞれの歌によってさまざまだが，L．

Badetの譜例集の中では，1度～5度（広くても6度

どまり）の音域の幅を有する曲がほとんどである。服
　　　　　58）
3＝音域の幅）

岬皮

』紐2板

・長峻

1鮒

　なお，J　B1m，L　Badetの譜例集についていえぱ，

前者はコプト神学校の学生の理解しやすいよう，調号，

（シャープ，フラット）を使わないで記譜しているた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　59）
め，結果として実音より高く移調している。後者は実音

で記譜している。しかし，より正確にいうならば，両者

ともト音譜表で記譜しているので，男声ということか
60）

ら，本当はさらに1オクターブ低い音として扱わなけれ

岳まならない。

　　61）
　音階，旋法，調性などについては，「異なった10の
　　　　　　　　62）
Ton（唱調）がある」とか，　r半音階ではなく全音階の
　　　63）
教会旋法」だとか，「ヒムの旋法は8つの旋法にもとづ
　　　64）
いている」とか，いろいろのことがいわれてきた。しか

しタ本格的な研究は現在はじめられたばかりでまだ正確
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65）
にはわかっていない，というのが実情のようである。こ

れまでに歌の一般的な表情（感情内容）のみが知られて
　　66）　　　　　67）
きたが，それはTonの性質についての暗示のみで，音

構造自体はまだ明らかにされていない。Ton　Adamを

Ton　Bartosと区別したり，降臨節のための楽しげな

Ton“k1yakh1”を受難節の悲しげなTon“a1－1ahn

a1－hazam1’’と区別したりすることにとどまっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　68）
これらのTonの基礎になっている旋律型は，アラブ圏

の芸術。世俗音楽のマカーム。システムを想い起こさせ
69）

る。

　rこのうち2，3のTonとその典礼との関係は，

M．Cramerによって発表され，また，ミサの個々の部

分に対して特徴ある旋法を明らかにする最初の試みは，
　　　　　　　　　　　　　　　70）
R　M6nardによって着手されている。」
　　　　　　　　　11）
　コプト音楽の微分晋は，典礼歌に限っていえば，確立し

た体系をもってはいずクかなり流動的な性格のものであ

る。これは，コプト音楽が楽器を使わない純声楽的なも

のであることとも関係があるように思われる。筆者が検

討した範囲での若干の宗教歌は，音程そのものはかなり

不安定で，微分音を随所に含んで進行する。微分音をも

つ歌の中には，アラブのマカームの音組織を想起させる

箇所もあるが，その微分音の音程は確定したものではな

く，コプトのうたい方が，無意識のうちにアラブ音楽の

影響をうけた結果といえよう。　（もちろん，このこと

は，「その微分音がすべてアラブ音楽の影響によるもの

で，コプト音楽は本来，微分音をもたないものである」

ということではない。むしろ，コプト音楽は，アラブ音

楽とは異なった，それ自身の微分音をもっており，それ

がさらにアラブ音楽の音組織の影響をうけたとみるべき
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であろう。）（Ex．4aとbはマカーム④ベヤーティ。c
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72）
は全曲を通じ↑Bで，マカーム。シカとみなされようか？）

　　　Ex．4

ポ

　　　　　7打帝市τ　粁η帝押了締7吊

b

ζ

孫弄

寺砂一ヱテ了刊再ぺ十

　なお，これらの諸間題に関しては，コプトの宗教音楽

。民俗音楽の比較研究，さらにコプト音楽1アラブ音楽

の比較研究が必要である。

　5居拍節とリズム
　コプト音楽のリズムには拍節があると考えられるが，

それは潜在的なもので，表面にははっきりあらわれな
　　　　　　　　　　　　　　　73）
い。その拍節は基本的には1拍子単位のものである。
　　　74）
（肱．5）

Ex．5

軌

ユ↓五　伽 ’辛　　　紳吟　杜　　　料
L幽

b　　　　　㌧　1

　曲によっては，かなり拍節がはっきりしているものも

あるし，また，そうでないものもある。同一曲の中で

も，拍の伸ぴ縮み，テンポの部分的緩急などがある。「教

会での演秦中は拍子を明確につけながらうたうことはし

　75）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　76）
ない。」「彼らはリズムは実際にはとらない」がタ「その

歌のリズムを我々に理解させるために，手をうちあわせ
　　　　　　　　　　　77）
たり，ひざをうってみせる。」（肱．岱譜例の下段は，手
　　　　　　　78）
やひざをうつリズム）

　Ex．6

榊札ぺ剛叫

　合唱の場合は，歌の拍は一層明白となる。数人以上で

声をそろえてうたうという条件がそうさせるものと思わ

れる。（Ex．7譜例の下段は打楽器＝シストルムのリ
　79）
ズム）

Ex．7
姐　　　　．幽一

寺、、　叶　　叩　帥　千枠 十．7　　ア画・

じ〕　」］州下同

　神学校で合唱長が学生に歌を教える場合も，うたいな

がらひざをうったりして拍をとり，歌のリズムを学生に

理解させる，といわれている。

　L　Badetはコプトのmonopod1esのリスムに、2

sokyu

sokyu
　Ex．4
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　　　　　　　　　　　　80）　　　　　　　　　　81）
種類あることを説明している。即ち，rythme6ga1と
　　　　　　82）
rythme　doub1eである。

　（1）rythme6ga1

　　Ex．8

洲純紬

音 楽　の　性　格

1（・ρ）一月，理，月，．凧凧肌胴など・，

　　　　　　　　　　　　　　83）
アクセントは最初の音譜。　（Ex．8）

（2）rythme　doub1e

　　　J。（：J♪）：J♪，J月

　　　　　　　　　　　　　．84）
rythme　d－oub1eはN1kheroub1mにのみrythme
　　　　　　　　　　　　　　　85）
6ga1と混合で用いられる。　（Ex．⑨）

Ex．9
卿晃由拠←1今喝災

ポヱ・て・い虹

なお，うたいだしの音符にアクセントのつかない場合

　　　Ex．10

　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　　86）
もある。　（Ex1⑪＝Auftaktの例）

　以上の3，4，5項の観察から，コプト音楽の東洋音楽

的性格が一層明らかとなってくる。

　　　　　　　　　　　　　87）
　6。交唱，応答唱の形式

　コプト音楽では，すでに4～5世紀には2つの合唱隊

によるアンティフォナルな形式のうたい方があったこと

がみとめられている。しかし，これは当時あたらしく

形成されたものではなく，古い習憤の継続であった。交

唱，応答唱の形式は，コプトの直接の祖先。古代エジプ

ト人の間にずっと以前からあったものとされている。ま

さしく古代エジプトの遺産としての神殿音楽を継承して

きたコプトを通じ，これらの儀式音楽形式は，今日なお
　　　　　　　　　　　　　　　　　88）
彼らのもつ音楽の申に観賞できるのである。

　交唱，応答唱を含むコプトのミサの音楽形式には次の
　　　　89）
ものがある。

　「根元形式」　（応答唱）

　lMardd（P1．Mard会d）（応答唱）

　Psa11（＝Turuh合t）（応答唱，交唱）

　Psa1mos（応答唱）

　V6hem（交唱）

　Para1ex（交唱）

　詩篇第150（応答唱）

　交唱，応答唱は，古代ユダヤ音楽にもあり，一般に古い

宗教歌には共通の要素としてみとめられる形式である。

　また，コプト音楽の中には，以前この形式でうたわれ

ていた歌が，現在に至る経遇の中で，普通の形式（独
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90）
唱，斉唱）のそれに変わってしまった例がある。

　　　　　　　　　　　　　　91）92）
　7。　うたい方の個人差，即興性

　すべての伝統的拘東にもかかわらず，個々の合唱長

は，演秦の際，ある程度の白由な解釈をもちあわせてい

る。これは，「口伝」という，楽譜とは異なった伝達方

法に関係づけられてもいる。
　　　93）
　Ex11Tr1saglonギリソア語でうたわれる。I，1皿

はそれぞれ異なった合唱長によって朗唱されたもの。形

態がすべて等しく，あるいは似ているにもかかわらず，

即興性のかなりのヴァリアンテを示している。
　　　94）
　肱．12ヨハネ黙示録第2章第7，29節及び第3章第

6，13，22節など。復活祭の儀式にて（復活祭前の土曜

日の朝，ミサの前）。I，1皿はそれぞれ異なった合唱長

によって朗唱されたもの。やはりかなりのヴァリアンテ

を示している。IではGナチュラル，1皿ではGシャー
プ。

　これらの譜例にみられるヴァリアンテは，合唱長の音
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　　Ex．11

胤剛剖眺 　　　　　い）　　　　　　　㈹

1，　1讐1、）1　l　　l
1⑱釧一釧　　　j＆一i帆一“ト狂一1粋
1　　　1　　　　　　　　　　　　1　　　三

　　Ex．12

州州．止叫

工

　　　　　徴1
脈鎚．．．　　　1眺二一一　②．．

　：ノ
・爪：榊射宗．．．． ：榊f．．．．

工　　　　　　　　　　　　　伽

　　　　　　　　　　㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

楽性及び即興の才能，東洋音楽の演秦にはつきものの口

伝の不確実性などによるものと思われる。しかし，こう

したヴァリアンテにもかかわらず，旋律の基本線では一

致しており，盲目の合唱長の記憶の確かさは，おどろく

べきものであることがわかる。このことは，イントネー
　　　　　　　　　　　　　　95）
ション，リズムについてもいえる。

　以上の例は，それぞれ別の合唱長による歌の比較譜で

あったが，同一の合唱長のうたったいくつかの歌の比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　96）
についてもまた同様の観察が可能である。

　要するに，コプト音楽においては，根底によく知ら

れ，記憶された原型（定型）の旋律があり，それは各合

唱長によって，原型の旋律をくずさない範囲で，ある自
　　　　　　　　　　　　　　　　97）
由な即興的要素が加えられるのである。

　コプト音楽の即興性は，母音化唱法というコプト独特

の歌唱法の中で発展する可能性も考えられる㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　98）
　ミサの中で合唱長が即興的にうたう（歓呼する）こと

のできる箇所は，コプトのミサ典書中に指示されてい

る。

注

1）本稿は，筆者の東尿ム術大学大学院音楽研究科音楽

学専攻・修士論文によっている。

2）CC　p．2

3）肋1肋〃叫46参照。

4）単声音楽，モノフォニ　　　ポリフォニー，ホモフ

　ォニーなどの多声音楽に対するrコーラスの場合
　は当然ユニゾンとなる。

5）肋ZZθ伽P．53；FoZ尾ωαツ5p．1参照。

6）　Groηε2pP．860～861

7）CC　p．2

8）Cαp．1
9）CC，pP．1～2

10）　Gブoηθ2p．867

l1）ヒムの種類については，肋ZZ励z　pP．48～49参照。

12）　一B〃”功づ〃p．46

13）　FoZ尾ωoツ∫p．1

14）本稿「2．母音化唱法」参照。

15）ギリシア正教会でも，これらのギリシア語のヒムの

　大部分がやはり用いられているが，その音楽はコプト

　とは異なり，ギリシアのものである。

16）肋ZZθ肋p51例’キリスト降誕のヒム“ous1ou
　afsha1’’《A　star　shone　m　the　East，a　Kmg　was

　bom　m　Beth1eem　and　w1se　men　offered　to　H1m

　offermgs　and　kne1t　and　adored　H1m》

　なお，通俗歌の形で作曲された宗教的なヒム（通俗ヒ

　ム）は，異端のキリスト教の興亡に大きな役割を演じ

　た。Bardesen（シリァ人）は2世紀のおわりにグノ

　ーシス派のキリスト教を広めるために150の詩篇を作

　曲した。これに対し，St　Ephraemはクノーソス派

　と戦うためのヒムを作曲した。またAriusは彼の奉

　ずる異端のキリスト教を広めるため通俗ヒムを作曲し

　た。一方，エソプトの教父達はAr1usと戦うための

　ヒムを作曲した。（肋〃砿伽p．51）

i7）例：r聖十宇架発見の祝日のためのヒム」など、

18）　13〃〃θカ〃p．51

19）90MC　pP．103～104；CC　p．1；肋ZZθ伽p．48参

　照。

　例1　a1－1ahn　a1－1dr宜by　（Adr1be　＜Atr1b1s）一

　Idr宣bの歌。Idr宜bはSohagの近くの地名。なお，

　Adribiは地名と解されるほか，それが聖週間（復活

　祭前の1週間）のあいだに用いられるので，コプト語

　のeterhabi（悲しみのヒム）と解される場合もある。

　（B〃〃助｛ηp．48）

　例2：a1－1a互nas－sing含ri（Singari）一Sing全rの

　歌。Smg全rはロセッタの近くの地名。Smghar1

　〃GG7pP1624～1625Psa1皿os参照。
　（1ahnはアラヒア語で音調，音律，旋律）

20）CC　p．2

21）Gブoηθ2P．867参照。



20 コプト音楽の性格
22）これはユダヤ音楽についてもいえることである。

23）グレゴリオ聖歌研究に量的・質的に匹敵するもの

　は，東方教会では，　（もしギリシア正教会を東方教会

　に含めて考えるとすれぱ）ビザンツ聖歌研究であろ

　う。マニュスクリプトも多く，ヒムの解読も可能であ

　る。

24）　Gブoηθ2p．862

25）　Gブoηθ2p．862

26）（；ブoηθ2p．862

27）〃GG7p．1621及びAbb．4（PP．1623～1624）；

　Groηθ2p．868参照。

28）　Gヅoηθ2p．867

29）　〃GGクp．1621

30）ナイルの歌P．35参照。

31）B伽Lettre　de　S　Em1e　Cardma1SIMEONI，
　Pr6fet　de1a　S　Congr6gat1on　de1a　Propagande

32）肋伽p．I参照。

33）仮称。いわゆる西洋音楽の母音唱法と区別するた

　め、適当な語がみつからないまま，この名称を用いた。

34）　y”Zo蛇ααp．300

35）　γ〃Zo加αz4p．300

36）　1≡麦z4〃召〃〃p．48

37）　B〃ZZ3虹〃p．48

38）　VWZo柘o1αp．300

39）　“α’’，‘‘θ”など。伊螂：aretenthonty　B〃〃θ勿〃

　P．48

40）例：ハレルヤ

41）CC　p．1

42）本稿「7．歌い方の個人差，即興性」参照。

43）B伽Pr6faceの凡例参照。

44）肱．1a＝rナィルの歌」より，マルコス師の歌

　Kyr1e　E1e1son（筆者採譜），b＝B伽p60，c＝
　B1加z　p．45

45）合唱長，合唱隊の悪い発音の例：pantokさra，t．r，

　ph6nout1など。

46）Bα∂砿p　VII

47）＝sheva（ヘフライ語）＝the　vowe1s1gn（：）：

　ha1f　v－owe1＝s11ent

48）B〃〃Pr6faceの凡例参照、

49）　E夏．2131づηp．50

50）　yづ〃o姥α〃pP．302～303

51）　yづ〃o把αωpP．301（一302

52）BZ加Pr6face

53）ME叫5μ
54）90MC　p．102．104

55）G㈹ηθ2臥861；90MC　p．104

56）9σMC　p．104

57）Bαゐ乏p．VII

58）E亙．3a竈Bα∂砿p1；b箒rナイルの歌」より，

　ウィサ・アテイヤ師の歌アディード（筆者採譜）；C＝

　13α6功p．3；d＝Bα∂功P．29

59）B伽Pr6faceの凡例
60）コプト教会の典礼歌は里すべて男声でうたわれる。

　女声の歌がないことは，東方教会，ユダヤ教会などを

　含めて，東西の教会に共通している。

61）E　New1andsm1th・r東洋の全音階は，西洋と同

　様，自然音階だけれども，東洋では西洋の概念とは異

　なって用いられている。古代の東洋の半音階（他にお

　きかえられないオクターブの音階）は253種もある。

　こんなに多くの音階の種類が可能であるような無限な

　複雑さを理解することは，ほとんど不可能であるか

　ら，東洋音楽を扱うときは注意がいる。東洋音楽は，

　そのような基礎から，西洋の一般の音楽家がまったく

　夢想だにしないような展開をする。」（F01尾ωαツ∫p．

　3）

62）W1o肋14p．302合唱長のことばとして挙げてい
　る。

63）Bα6功p．V
64）（：≡三roηθ2p．867

65）B〃Z脇π皿53；〃GGクp．1623参照。

66）「コプトの歌のカデンツとリズムは悲しい感じのも

　のではなく，むしろ快活なのだが，それにもかかわら

　ず，喜びから生まれる陽気さを表わしていない。」

　（BZ加Pr6face）

67）Ton　Adam，Ton　Bartos，Ton　S1wom1など。

　〃GG7p．1624及び拙稿，コプト音楽の形態（島
　根大学教育学部紀要，第10巻一人文。社会科学編，

　1976）P・84VIIIの3Psa1iの項参照。

68）本稿「序一ヒムについて」及び注1㊥参照。

69）〃GG7p，1623
70）　皿GG7p．1623

　r司祭の終曲に会衆は同じTonで応答する。この終

　曲は聖バシリオスのミサの終曲である」一L．Bad－

　et’聖務日課のミサについて。（Bα肋p　VII）

　rコプト典礼では，確固とした伝統にむすびつけられ

　た型が祈祷，祝福・供物（犠牲）の文句，聖者に向け

　られた代願の祈りなどの旋律の基礎になっている」

　（〃GG7p．1621～1622）

71）西洋的な見方では，微分音は「汚い（1mpure）音

　程」であるが，東洋では多くの装飾音とともに美しい

　音とされている。（Gブoηθ2p．861参照）

　なお，J　B1mはコプトの微分音について“％音”と

　いう表現を用いている。　（醐〃Pr6face及びその注
　（1）参照）

72）服．4a＝「アヴェ・マリア」；b＝「神は世の主十

　アレルヤ」；C＝「エヴァンゲリオン」いずれも「ナイ

　ルの歌」より。地域＝ルクソル；演唱者＝ウィサ・ア

　テイヤ師（筆者採譜）

73）：monopod1es（Bα肋p　V）J　B1mの譜例集はす

　べて％で書かれている。L．Badetは，その正しくな

　いことを指摘している。L．BadetのJ．B1inの採譜

　批判については，Bα∂功PP．VII～VIII及び拙稿，コ

　プト音楽の手引（音と思索一野村良雄先生還暦記念論

　文集一1969）P．460参照。

74）肱．5a＝古いスタイルのコプト讃歌；b＝聖週
　間の讃歌　いずれもrナィルの歌」より。地域ニルクソ
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　ル；演唱者＝ウィサ・アテイヤ師（筆者採譜）

75）90MC　p．104；しかし，L．Badetのr教会の合
　唱長（合唱隊）は，足・手・頭で拍子をつよくとる。

　つねにmonopod1esで」という記述もある。　（Bα〃

　P．VIII参照）

76）90－MCレ104

77）90〃C　p．104

78）Ex．⑧90皿C　PP．105～106

79）肱7エチオピア　・コプトの歌＜Hans　H1ck－

　mam　Char1es　Gr6g01re　Duc　De　Meck1embourg

　Cata1ogue　D’enreg1strements　de　Mus1que　Fo1k－

　1or1que　Egypt1eme　（筆者採譜）

80）Bαゐτp　VI

81）直訳では，等リズム，平リズム。

82）直訳では　重リズム。

83）Ex8Bα6功p1
　L　Badetの譜例集では，ポース（休止・息つき）は

　縦線で示される。したがって，縦線の直前の音符でフ

　レーズは終止し，うたいおわる。一つの縦線から次の

　縦線までの間にあるフレーズは，一続きのものとして

　休まずうたう。複縦線はフレーズや曲のおわりを意味

　し，長い休止となる。

84）Bα幽pP．24～25参照。

85）　Ex．⑨Bα6助PP，24～25

86）　Ex．1⑪Bα∂功p．29

87）〃GG7p．1620及びP．1623比参照。
88）　）　〃GG7p．1620

　Johannes　Chrysostomosがアノティオキァで行なわ

　れている2つの合唱隊による詩篇唱読をコンスタンチ

　ノープルにもたらし，Ambros1usが東洋のスタィル

　のヒム，即ちr父互唱」をミラノに伝えたという事実

　がある。（〃．GG7p．1620）

89）おのおのの形式の内容については，拙稿，コプト音

　楽の形態（島根大学教育学部紀要第10巻一人文1杜会

　科学編，1976）PP．84～85yIIIミサにおける音楽形

　式・1，2，3，4，6，7，10の各項参照。
90）拙稿，コプト音楽の形態（島根大学教育学部紀要第

　10巻一人文・杜会科学編，1976）P．82VIIミサの形

　態1。前ミサ（2）朗読及びP．84VIIIミサにおける音

　楽形式3，4，6の各項；〃GG　g　p．168参照。

91）いわゆるアラブ音楽の即興とは異なった意味で用い

　た。　（以下の文章を参照のこと）

92）〃GG7p．1626参照。

93）E夏　11〃GG7Kopt1sche　Mus1k　Notentaf

94）Ex　且290〃C　pP　105～106IはE　New1and－

　sm1th　IIはH　H1ckmannの採譜。IIの採譜の方法

　は，ある期間をおいての数度の聴取と録音によったも

　の。

95）90〃C　P．104

96）拙稿，コプト音楽研究（東京芸術大学大学院音楽研

　究科音楽学専攻・修士論文，1967）第■章第4節比較

　譜参照。

97）〃GG7Kopt1sche　Mus1k　Notentaf　Der150

　Psa1＝m参照、

98）　jub111eren

補足：注の中で皇省略記号で記した参考資料は次の通り

　　　である。

Bαゐか．．．．．L．Badet，Cん〃眺〃切ブg勿蜘8ゐ3Coμω，

　Kairo1899

BZ仰　　J　B1m　Cん〃枕肋鮒gη雌300ク左θ5，Ka1ro1888

B〃〃θ肋2……B〃〃θ2伽ゐ　1’1〃5肋泌ゐ5E肋∂θ∫Coμθ5，

　Le　Caire1958

CC　　CoμκCん〃眺　（Inst1tute　of　Copt1c　Stud1es，

　Sect1on　of　Copt1c　Mus1c　Anba　Rue1ss　Bu11dmg，

　Ramses　St，Abbass1ya，Ca1ro）

FoZゐωαツ3……Coク此”μ∫づ6，Recorded　in　St．Mark

　m　Ca1ro，Fo1kways，Re11g1ous　Serles

Gブoηθ2　E　We11esz，Eα5炊〃C肋肋〃㈹o
　（Groηθ’∫D励oηαブツ乃Z．∬）

〃E　EWLaneんzん60舳二ψ伽M舳zθ㈹
　α〃∂C刎之o刎5〆玄1〃　Moゐr〃　Egツが吻郷，　London

　1860

〃GG7　　R　M6nard，Ko妙56加M狐荻（〃GG　W1）
MGG　g　　R　M6nard，Ko妙30んθMθ∬θ（MGG1X）

gσMC　　H　H1ckmann，9zκ1％θ50ろ3θ閉励oπ∫5鮒

　Zα刎〃5勿雌肋鮒g・勿〃∂θ3Coμθ3♂Egツがθ（λ勅ゐZ

　Co〃9陀∬o肋肪伽醐o〃α1θ∂グM舳6αZ8ακα），Rome

　1950

WZo肋〃　MV111oteauDθZ’θ肋αo肋ZゐZ’αれ
　〃z〃5｛6αZ3π　1＝9ツク加　（1）656ブ｛クなづoη∂θ　Z’1＝9ツク蛇1809一，

　X∬Z　X1γ），Par1s

ナイルの歌………コプトの宗教音楽（小泉文夫，ナイル

　の歌），Victor1966＜テープ（7インチ2巻），1964


